
  

１
．
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
作
品
に
お
け
る
地
図 

(1)
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
（1

8
6

5

） 

…
…
あ
ち
こ
ち
、
掛
け
釘
に
か
け
ら
れ
た
地
図

や
絵
が
見
え
ま
し
た
。
（
第
一
章
） 

ア
リ
ス
が
兎
穴
を
落
ち
て
い
く
と
き
の
描
写
で
あ

る
。
ふ
た
つ
の
『
ア
リ
ス
』
の
物
語
で
「
地
図
」
と

い
う
単
語
が
出
て
く
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
ア

リ
ス
は
こ
の
あ
と
、
こ
う
独
り
言
を
つ
ぶ
や
く
。 

「
わ
た
し
は
ま
っ
す
ぐ
地
球
を
つ
き
ぬ
け
て

落
ち
て
い
る
の
か
し
ら
。
頭
を
下
に
し
て
歩
い

て
い
る
人
た
ち
の
中
に
出
て
し
ま
っ
た
ら
、
お

か
し
い
わ
ね
！ 

反
感
人
、
っ
て
言
っ
た
か
し

ら
」
（
聞
い
て
い
る
人
が
い
な
い
の
で
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
今
度
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
正
確
な
言
葉

で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
）
「
で
も
、

わ
た
し
は
そ
の
国
の
名
前
を
た
ず
ね
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
る
わ
よ
ね
。
す
み
ま
せ
ん
、
マ

ダ
ム
。
こ
こ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
す
か
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
す
か
」
（
同
）
） 

 

ア
リ
ス
は

A
n

tip
o

d
es

（
対
蹠
地
、
対
蹠
人
）
を

A
n

tip
a
th

ie
s

（
反
感
、
大
嫌
い
な
も
の
）
と
間
違
え

て
覚
え
て
い
る
。A

n
tip

o
d

e
s

の
字
義
は
「
足
が
反
対

向
き
の
（
人
々
）
」
で
、An

tich
th

o
n

e
s

（=
co

u
n

tere
arth

）

と
も
呼
ば
れ
、
古
代
の
天
文
学
で
は
地
球
の
反
対
側

に
あ
る
新
惑
星
を
意
味
し
て
い
た
が
、
や
が
て
地
図

上
の
南
半
球
の
知
ら
れ
ざ
る
大
陸
を
呼
ぶ
よ
う
に
な

 

 

フィクションにおける架空地図の役割 

Imaginary Maps in Fiction 

 

佐 藤 正 明 

ご
利
用
の
手
引
き 

は
じ
め
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

１:

ま
ず
、
地
図
を
お
探
し
く
だ
さ
い
。
お
客
様

の
お
手
も
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
も
、
地
図
が
な

け
れ
ば
成
立
い
た
し
ま
せ
ん
。
地
図
は
お
お
む

ね
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
冒
頭
部
分
に
記
載
さ
れ
て

お
り
（
後
略
）
（
参
考
文
献
2
よ
り
） 

地
図 

ち
ず 

M
ap

 

「
ご
利
用
の
手
引
」
の
説
明
を
参
照
の
こ
と
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
強
調
し
た
い
の
は
、
い
か

な
る
ツ
ア
ー
あ
ろ
う
と
も
、
地
図
が
な
け
れ
ば

完
全
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
な

に
が
な
ん
で
も
避
け
た
い
と
い
う
場
所
が
地
図

に
示
さ
れ
て
い
た
場
合
、
必
ず
そ
の
す
べ
て
を

訪
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
覚
悟
し
て
お
く
こ

と
。
（
同
前
） 

地
図 

 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
冒
頭
で
、
あ
ま
り
に

よ
く
見
ら
れ
る
も
の
。
Ｊ
・
Ｂ
・
ポ
ス
ト

（J.B
.P

o
st

）
のA

n
 A

tla
s o

f F
a

n
ta

sy

（
『
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
地
図
帳
』・
未
）
に
は
、
興
味
深
い
作

品
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
1
「
用
語
集
」
よ
り
） 

こ
の
文
章
は
、
日
本
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
協
会
の

二
〇
一
一
年
５
月
例
会
の
発
表
で
用
い
た
ハ
ン
ド

ア
ウ
ト
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。 



る
。
そ
れ
は
当
初
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
十
六
世
紀
の

イ
ン
ド
の
地
図
に
は
ス
キ
ア
ポ
デ
ス
と
呼
ば
れ
る
、

一
本
の
巨
大
な
足
を
頭
の
上
に
持
ち
上
げ
て
い
る
人

種
が
描
か
れ
て
い
る
（
右
図
、
参
考
文
献
3
）
。
キ

ャ
ロ
ル
は
こ
の
対
蹠
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
や
が
て
新
大
陸
の
発
見
に
よ
っ
て
南

北
ア
メ
リ
カ
大
陸
は

A
n

tip
o

d
e
s

か
ら
は
ず
さ
れ
、

南
方
大
陸
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
を
指
す
よ
う
に
な
る
（
参
考
文
献
4
の
Ｂ

章
『
ア
ン
チ
ポ
デ
ス
の
冒
険
家
』
、
参
考
文
献
5
）
。

ち
な
み
に
映
画
『
ア
リ
ス
・
イ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
』
で
ア
リ
ス
を
演
じ
た
ミ
ア
・
ワ
シ
コ
ウ
ス
カ
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
な
の
で
、
対
蹠
人
で
あ
る
（
参

考
文
献
6
）
。 

な
お
、『
架
空
地
名
大
事
典
』（
参
考
文
献
7
）
の

「
不
思
議
の
国
」
の
項
に
は
原
作
の
各
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
舞
台
を
配
置
し
た
地
図
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
事
典
編
纂
者
の
創
作
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
キ
ャ
ロ
ル
が
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

(2)
『
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
』
（1

8
7

1

） 

ア
リ
ス
が
丘
の
上
か
ら
み
た
鏡
の
国
の
光
景
は
、

生
垣
と
小
川
で
縦
横
に
仕
切
ら
れ
た
大
き
な
チ
ェ
ス

盤
の
よ
う
だ
っ
た
。
物
語
の
巻
頭
に
載
っ
て
い
る
チ

ェ
ス
の
棋
譜
が
こ
の
土
地
の
地
図
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
図
は
登
場
人
物
に
は
提
示
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、

読
者
に
対
し
て
読
む
上
で
の
助
け
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
る
。 

な
お
、
英
国
で
よ
く
み
ら
れ
る
生
垣
で
仕
切
ら
れ

た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
景
観
か
ら
『
鏡
の
国
の

ア
リ
ス
』
の
チ
ェ
ス
盤
の
舞
台
が
発
想
さ
れ
た
可
能

性
を
三
谷
康
之
は
指
摘
し
て
い
る
（
参
考
文
献
8
）
。 

(3)
『
ス
ナ
ー
ク
狩
り
』
（1

8
7

6

） 

第
二
章
で
船
長
ベ
ル
マ
ン
が
ス
ナ
ー
ク
狩
り
の
た

め
に
用
意
し
た
海
図
は
島
も
岬
も
描
か
れ
て
い
な
い
、

「
完
全
で
絶
対
的
な
空
白
」
だ
け
の
大
海
原
の
図
だ

っ
た
（
下
図
）
。
完
全
で
は
あ
る
が
海
図
と
し
て
役
に

立
た
な
い
。
絵
で
描
写
さ
れ
た
ナ
ン
セ
ン
ス
の
傑
作

と
い
っ
て
い
い
。
河
合
祥
一
郎
は
「
地
図
の
左
下
に

「
縮
尺
」
が
あ
っ
て
何
や
ら
点
が
並
ん
で
い
る
の
が

お
か
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
参
考
文
献
9
）
。 

ち
な
み
に
、
現
代
で
は
カ
ー
ナ
ビ
の
つ
い
て
い
る

車
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
砂
漠
地
帯
を
行
く
と
、
こ

れ
と
似
た
よ
う
な
地
図
が
表
示
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

技
術
の
発
達
は
ナ
ン
セ
ン
ス
を
現
実
に
変
え
て
い
る
。 

(4)
『
シ
ル
ヴ
ィ
ー
と
ブ
ル
ー
ノ
完
結
編
』
（1

8
9

3

） 

必
ず
前
記
と
対
比
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の

が
こ
の
第
十
一
章
に
出
て
く
る
縮
尺
１
／
１
の
地
図

の
話
で
あ
る
（
参
考
文
献
9
、
10
、
11
、
12
）
。
こ

の
章
で
、
ド
イ
ツ
人
の
マ
イ
ン
・
ヘ
ル
教
授
は
語
り

手
（
私
）
と
シ
ル
ヴ
ィ
ー
と
ブ
ル
ー
ノ
に
、
自
分
た

ち
が
作
っ
た
究
極
の
地
図
に
つ
い
て
語
っ
た
。 

「
…
…
我
々
は
実
際
に
そ
の
国
の
地
図
を
一

マ
イ
ル
対
一
マ
イ
ル
の
縮
尺
で
作
っ
た
の
だ



ぞ
！
」 

「
そ
れ
は
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
」

と
私
は
尋
ね
た
。 

「
こ
れ
ま
で
一
度
も
広
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な

い
」
と
マ
イ
ン
・
ヘ
ル
は
言
っ
た
。
「
農
民
た

ち
が
反
対
し
た
ん
だ
。
地
図
は
全
土
を
被
っ
て

し
ま
い
、
陽
の
光
が
遮
ら
れ
る
！
と
い
う
の
が

彼
ら
の
言
い
分
だ
。
そ
れ
で
我
々
は
い
ま
で
は

国
土
そ
の
も
の
を
地
図
と
し
て
使
っ
て
い
る

ん
だ
。
そ
れ
で
大
体
の
と
こ
ろ
同
じ
よ
う
に
い

っ
て
い
る
と
請
け
合
う
よ
…
…
」 

こ
れ
と
同
じ
発
想
が
、
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル

ヘ
ス
の
作
品
集
『
創
造
者
』（1

9
6

0

）
に
収
め
ら
れ
て

い
る
掌
編
連
作
『
博
物
館
』
の
第
一
話
『
学
問
の
厳

密
さ
に
つ
い
て
』
に
み
ら
れ
る
（
参
考
文
献
13
）
。 

…
…
あ
の
王
国
で
は
、
地
図
学
は
完
璧
の
極
限

に
達
し
て
い
て
、
一
つ
の
州
の
地
図
は
あ
る
都

市
の
、
ま
た
王
国
の
地
図
は
あ
る
州
の
広
さ
を

占
め
て
い
た
。
時
代
を
へ
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ

ら
の
大
地
図
も
人
び
と
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
地
理
院
は
一
枚
の
王
国
の

地
図
を
作
製
し
た
が
、
そ
れ
は
結
局
、
王
国
に

等
し
い
広
さ
を
持
ち
、
寸
分
違
わ
ぬ
も
の
だ
っ

た
。 

こ
の
地
図
は
結
局
、
後
代
の
人
び
と
に
よ
っ
て
破

壊
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
『
賢
人
の
旅
』
（
レ
リ
ダ
、

一
六
五
八
年
刊
）
か
ら
の
引
用
と
い
う
体
裁
を
と
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
架
空
の
書
物
で
、
実
際
は
作
者

の
創
作
で
あ
る
。
ボ
ル
ヘ
ス
は
多
読
家
で
あ
り
、
一

九
七
六
年
に
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
発
刊
さ
れ
た

『
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
全
集
』
の
序
文
で
も
『
シ
ル

ヴ
ィ
ー
と
ブ
ル
ー
ノ
』
の
二
冊
に
言
及
し
て
い
る
こ

と
か
ら
（
参
考
文
献
14
）
、
こ
の
作
品
執
筆
時
に
『
シ

ル
ヴ
ィ
ー
と
ブ
ル
ー
ノ
完
結
編
』
は
読
ん
で
い
た
で

あ
ろ
う
。 

 ２
．
ま
と
め
１ 

こ
れ
ま
で
に
出
て
き
た
地
図
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
る
。
キ
ャ
ロ
ル
の
作
品
に
お
け
る
「
地
図
」
の
使

わ
れ
方
は
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。 

 ①
作
中
の
小
道
具
と
し
て
（
読
者
に
実
際
の
地
図
は

提
示
さ
れ
な
い
）
…
…
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』 

②
読
者
向
け
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
（
登
場
人
物
に

は
提
示
さ
れ
な
い
）
…
…
『
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
』 

③
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と
し
て
（
読
者
に
提
示
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
提
示
不
可
能
な
場
合
も
あ

る
）
…
…
『
ス
ナ
ー
ク
狩
り
』
、
『
シ
ル
ヴ
ィ
ー
と

ブ
ル
ー
ノ
完
結
編
』 

   

３
．
十
九
世
紀
の
作
品
に
み
ら
れ
る
地
図 

(1)
『
ス
イ
ス
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
』
（1

8
1

3

） 

ウ
ィ
ー
ス
の
こ
の
小
説
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
『
ス

イ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
』（
別
題
『
南
海

漂
流
』
）
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
ふ
し
ぎ
な
島
の
フ
ロ
ー

ネ
』
の
原
作
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
物
語
の
舞
台
と
な

る
無
人
島
の
詳
細
な
地
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
（
右

図
）
。
こ
の
地
図
は
物
語
中
に
出
て
く
る
わ
け
で
は
な

く
読
者
へ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
15
、
16
）
。 

(2)
『
宝
島
』
（1

8
8

3

） 

文
学
史
上
も
っ
と
も
有
名
な
地
図
は
ロ
バ
ー
ト
・

ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
の
『
宝
島
』
に
出
て

く
る
地
図
だ
ろ
う
（
次
頁
）
。
こ
れ
が
物
語
の
発
端
と

な
り
、
ジ
ム
・
ホ
ー
キ
ン
ズ
を
宝
島
ま
で
誘
う
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
読
者
も
本
に
添
え
ら
れ
た
地
図
を



見
て
、
こ
れ
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
冒
険
を

想
像
し
て
心
と
き
め
か
す
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
は

子
供
の
お
絵
か
き
に
つ
き
あ
っ
て
ひ
と
つ
の
島
の
地

図
を
描
い
て
、
そ
れ
を
「
宝
島
」
と
名
づ
け
た
が
、

そ
こ
か
ら
小
説
の
着
想
を
得
て
、
こ
の
作
品
を
書
き

上
げ
た
。
こ
れ
は
一
八
八
一
年
十
月
か
ら
一
八
八
二

年
一
月
ま
で
雑
誌
に
連
載
さ
れ
、
一
八
八
三
年
に
単

行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
と

き
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
は
出
版
社
に
前
述
の
地
図
を

送
る
が
こ
れ
は
行
方
不
明
と
な
り
、
結
局
、
小
説
を

も
と
に
地
図
を
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

（
参
考
文
献
17
）
。
森
田
喬
は
「
「
物
語
の
も
と
」
に

な
っ
た
地
図
は
、
「
物
語
を
説
明
す
る
」
地
図
と
は
、

恐
ら
く
内
容
が
相
当
変
わ
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

最
初
の
地
図
の
方
が
ず
っ
と
内
容
が
豊
だ
っ
た
と
予

想
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
空
間
の
存
在
は
も
と
も
と

総
合
的
な
も
の
で
あ
る
し
、
描
き
始
め
る
と
空
白
部

分
は
な
る
た
け
作
り
た
く
な
い
。
紙
面
の
許
す
限
り

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
描
き
込
ん
で
い
っ
た
は
ず
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
物
の
組
み
合
わ
せ
が
想
像
力
を
刺
激

し
た
の
だ
。
」
と
考
察
し
て
い
る
（
参
考
文
献
18
）
。 

再
構
成
さ
れ
た
地
図
だ
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン

が
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
父
の
力
を
借
り
た
こ
と
も
あ

り
、
か
な
り
緻
密
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
現
実
に

作
成
し
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
と
コ
ス
ト
が

か
か
る
か
を
尾
崎
幸
男
が
推
算
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
は
、
野
外
作
業
一
四
五
日
、
室
内
作
業
二
三
五
日
、

必
要
経
費
一
億
二
五
五
〇
万
円
で
あ
っ
た
（
参
考
文

献
19
、
一
九
七
八
年
当
時
の
日
本
の
技
術
力
と
コ
ス

ト
で
）
。
「
昔
の
文
豪
た
ち
は
、
地
図
な
ど
ご
く
簡
単

に
作
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
昔

の
地
図
作
成
や
測
量
の
技
術
を
買
い
被
り
す
ぎ
て
い

た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。 

(3)
『
ソ
ロ
モ
ン
王
の
洞
窟
』(1

8
8

5
) 

『
宝
島
』
の
ヒ
ッ
ト
に
触
発
さ
れ
た
ラ
イ
ダ
ー
・

ハ
ガ
ー
ド
が
六
週
間
ほ
ど
で
書
き
上
げ
た
ア
ラ
ン
・

ク
ォ
ー
タ
ー
メ
ン
も
の
の
冒
険
小
説
第
一
作
。
主
人

公
た
ち
を
ア
フ
リ
カ
奥
地
に
あ
る
と
い
う
伝
説
の
秘

宝
の
あ
り
か
「
ソ
ロ
モ
ン
王
の
洞
窟
」
に
導
く
の
が

上
の
地
図
で
あ
る
（
参
考
文
献
20
）
。 

 

４
．
二
十
世
紀
前
半
の
作
品
に
み
ら
れ
る
地
図 

〈
主
要
な
作
品
〉 

●
 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｍ
・
バ
リ
『
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
公

園
の
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
』
（1

9
0
6

） 

●
 

Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン
『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
』（1

9
2
6

） 

●
 

ア
ー
サ
ー
・
ラ
ン
サ
ム
『
ツ
バ
メ
号
と
ア
マ
ゾ
ン

号
』
（1

9
3
0

） 

●
 

Ｊ
・
Ｒ
・
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン
『
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
』

（1
9
3
7

） 

二
十
世
紀
前
半
は
児
童
文
学
で
挿
絵
と
同
じ
よ
う

な
感
覚
で
、
物
語
を
視
覚
的
に
補
強
す
る
た
め
に
絵

地
図
や
鳥
瞰
図
が
添
え
ら
れ
た
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ

け
で
な
く
、
ア
ー
サ
ー
・
ラ
ン
サ
ム
の
諸
作
品
の
よ

う
に
リ
ア
リ
ズ
ム
色
が
強
い
冒
険
小
説
に
も
、
挿
絵

と
と
も
に
地
図
が
載
せ
ら
れ
た
。 

 

５
．
二
十
世
紀
後
半
の
作
品
に
み
ら
れ
る
地
図 

（
１
）
ハ
イ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
系
譜 



〈
主
要
な
作
品
〉 

●
 

Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス
『
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
』

（1
9
5
0
-
1
9
5
6

） 

●
 

Ｊ
・
Ｒ
・
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン
『
指
輪
物
語
』

（1
9
5
4
-
1
9
5
6
;
 

米
国B

allan
tin

e

版1
9
6
5

） 

●
 

ロ
イ
ド
・
ア
リ
グ
ザ
ン
ダ
ー
『
プ
リ
デ
イ
ン
物
語
』

（1
9
6
5
-
1
9
6
8

） 

●
 

ア
ー
シ
ュ
ラ
・
Ｋ
・
ル=
グ
ウ
ィ
ン
『
ゲ
ド
戦
記
』

（1
9
6
8
-
2
0
0
1

） 

二
十
世
紀
後
半
に
は
架
空
地
図
に
ふ
た
つ
の
潮
流

が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
架
空
世
界
を
舞
台
と
し
た

ハ
イ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。『
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
』

（
全
七
巻
）
で
は
四
巻
に
地
図
が
載
っ
て
い
る
。『
指

輪
物
語
』（
全
三
巻
）
で
は
各
巻
に
「
中
つ
国
」
の
詳

細
な
地
図
が
掲
載
さ
れ
た
。『
プ
リ
デ
イ
ン
物
語
』（
全

五
巻
）
で
は
各
巻
ご
と
に
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い

る
土
地
の
地
図
が
載
せ
ら
れ
た
（
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の

み
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
で
は
省
略
）
。
そ
の
一
巻
・
二

巻
で
は
主
人
公
た
ち
の
移
動
ル
ー
ト
も
示
さ
れ
て
い

る
。
『
ゲ
ド
戦
記
』
（
全
六
巻
）
に
は
ア
ー
ス
シ
ー
世

界
の
全
体
図
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
て
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
架
空
世
界
を
舞

台
に
し
た
小
説
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
地
図

が
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
たB

a
llan

tin
e

版
『
指
輪
物
語
』
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

（
２
）
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
Ｓ
Ｆ
の
系
譜 

〈
主
要
な
作
品
〉 

●
 

ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
ハ
ワ
ー
ド
『
コ
ナ
ン
・
サ
ー
ガ
』

（G
n

o
m

e P
re

ss

版1
9
5
0
-
1
9
5
4
;
 

L
an

c
er

版

1
9
6
6
-
1
9
6
9

） 

●
 

フ
ラ
ン
ク
・
ハ
ー
バ
ー
ト
『
デ
ュ
ー
ン 

砂
の
惑

星
』
（1

9
6
5

） 

●
 

ア
ン
・
マ
キ
ャ
フ
リ
イ
『
竜
の
戦
士
』
（1

9
6
8

） 

●
 

Ｌ
・
ス
プ
レ
イ
グ
・
デ
ィ
・
キ
ャ
ン
プ
編 

T
h

e F
a

n
ta

stic S
w

o
rd

sm
en

（1
9
6
7

）
、 

W
a

rlo
c
k
s a

n
d

 W
a

rrio
rs

（1
9
7
0

） 

も
う
ひ
と
つ
の
流
れ
が
Ｓ
Ｆ
を
中
心
と
し
た
娯
楽

小
説
に
み
ら
れ
た
。 

一
九
三
〇
年
代
に
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
ハ
ワ
ー
ド
の

『
コ
ナ
ン
・
サ
ー
ガ
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
架
空
世
界

を
舞
台
と
し
た
剣
と
魔
法
の
冒
険
小
説
が
Ｓ
Ｆ
の
サ

ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
た
（
の
ち
に
ヒ
ロ
イ
ッ

ク
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
呼
称
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
こ

の
こ
ろ
の
作
品
に
地
図
が
添
付
さ
れ
る
こ
と
は
皆
無

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ハ
ワ
ー
ド
の
作
品
が
一
九
五

〇
年
に
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
出
版
さ
れ
る
と
き
、
作
者

が
残
し
た
ス
ケ
ッ
チ
と
メ
モ
を
も
と
に
舞
台
の
地
図

が
作
成
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
地
図
は
一
九
六

六
年
に
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
で
改
訂
増
補
版
が
出
版
さ

れ
る
と
き
に
も
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ

ク
版
の
第
一
巻C

o
n

a
n

 th
e A

d
v
e
n

tu
rer

は
フ
ラ
ン

ク
・
フ
ラ
ゼ
ッ
タ
画
の
強
烈
な
印
象
の
表
紙
の
相
乗

効
果
も
あ
っ
て
か
な
り
評
判
に
な
っ
た
。
ペ
ー
パ
ー

バ
ッ
ク
版
を
編
纂
し
た
Ｌ
・
ス
プ
レ
イ
グ
・
デ
ィ
・

キ
ャ
ン
プ
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
先
行
し
て
二
冊
の
ヒ

ロ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
編

纂
し
て
い
る
が
、C

o
n

a
n

 th
e A

d
v
en

tu
rer

の
翌
年
に

出
版
し
た
三
冊
目
のT

h
e
 F

a
n

ta
sitic S

w
o

rd
sm

en

と
、

初
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ーW

a
rlo

c
ks a

n
d

 W
a

rrio
rs

で
は

収
載
し
た
各
作
品
に
地
図
を
付
け
る
と
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
に
は
地
図
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
ほ

ぼ
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

同
じ
こ
ろ
、
Ｓ
Ｆ
界
で
、
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
と
は
対
極
の
位
置
に
あ
る
硬
派
の
Ｓ
Ｆ
雑
誌

ア
ナ
ロ
グ
誌
に
『
デ
ュ
ー
ン 

砂
の
惑
星
』
が
連
載

さ
れ
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
環
境
生
態
学
に
基
礎

を
置
い
た
大
河
Ｓ
Ｆ
で
あ
り
、
単
行
本
化
さ
れ
る
に

あ
た
り
地
図
と
背
景
資
料
が
添
付
さ
れ
た
。
ま
た
そ

の
四
年
後
に
同
じ
ア
ナ
ロ
グ
誌
にW

ey
r S

ea
rch

（1
9

6
7

）
と
い
う
中
篇
冒
険
Ｓ
Ｆ
が
掲
載
さ
れ
る
。

こ
れ
が
の
ち
に
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
る
『
パ
ー
ン
の
竜

騎
士
』
の
第
一
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
雑
誌
掲
載

時
か
ら
地
図
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
八
五
年

に
は
研
究
家
に
よ
る
パ
ー
ン
世
界
の
地
図
帳
ま
で
出

版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
参
考
文
献
21
）
。 



６
．
日
本
の
作
品
に
み
ら
れ
る
地
図 

日
本
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
系
の
作
品
に
も
地
図
が
添

付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
佐
藤
さ
と
る
『
だ
れ

も
知
ら
な
い
小
さ
な
国
』（1

9
5

9

）
、
天
沢
退
二
郎
『
光

車
よ
、
ま
わ
れ
！
』
（1

9
7

3

）
、
わ
た
り
む
つ
こ
『
は

な
は
な
み
ん
み
物
語
』
（1

9
8

0

）
、
大
嶽
洋
子
『
黒
森

へ
』（1

9
8

1

）
な
ど
の
児
童
文
学
や
、
半
村
良
『
戸
隠

伝
説
』
（1

9
7

7

）
、
豊
田
有
恒
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
シ

リ
ー
ズ
』（1

9
8

1

～
）
な
ど
の
伝
奇
小
説
に
そ
れ
が
み

ら
れ
る
。 

 

７
．
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
映
像
作
品
の
中
の
地
図 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
に
は
地
図
が
出
て
く
る
も
の
が

多
い
。
『
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
』
（1

9
5

1

）
で
は
兎

穴
の
壁
面
に
か
け
ら
れ
た
地
図
を
使
っ
て
映
像
的
に

対
蹠
人
の
説
明
を
し
て
い
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
初
の
実

写
作
品
『
宝
島
』（1

9
5

0

）
で
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
お
さ

ま
り
や
す
い
よ
う
に
原
作
の
地
図
を
横
に
伸
ば
し
た

か
た
ち
に
し
て
い
る
。『
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
』（1

9
5

3

）

で
は
テ
ィ
ン
カ
ー
・
ベ
ル
が
フ
ッ
ク
船
長
の
も
っ
て

い
る
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
地
図
（
原
作
に
は
な
い
）
で

ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
た
ち
の
隠
れ
家
を
教
え
て
し
ま
う
。

『
地
球
の
頂
上
の
島
』（1

9
7

3

）
で
は
骨
を
削
っ
て
作

っ
た
エ
ス
キ
モ
ー
の
地
図
が
主
人
公
た
ち
を
北
極
圏

の
秘
境
に
導
く
。『
宝
島
』
の
宇
宙
版
『
ト
レ
ジ
ャ
ー
・

プ
ラ
ネ
ッ
ト
』（2

0
0

2

）
に
出
て
く
る
宝
の
地
図
は
ホ

ロ
グ
ラ
フ
地
図
を
投
影
す
る
金
属
球
だ
。『
パ
イ
レ
ー

ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
／
ワ
ー
ル
ド
・
エ
ン
ド
』

で
は
同
心
円
が
回
転
す
る
古
代
の
海
図
が
登
場
す
る
。

い
ず
れ
も
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
上
、
地
図
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
骨
の
地
図
や
ホ
ロ
グ
ラ
フ
地

図
、
同
心
円
の
地
図
の
よ
う
な
視
覚
的
工
夫
も
あ
る
。 

 

８
．
ま
と
め
２ 

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
作
品
を
も
と
に
、
ま
と
め
１

を
加
筆
修
正
し
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
登
場
す
る
地

図
の
役
割
を
下
表
の
よ
う
に
分
類
し
た
。 

（
１
）
小
説
の
小
道
具
と
し
て
の
地
図 

作
品
中
に
出
て
く
る
地
図
は
登
場
人
物
た
ち
を
ど

こ
か
に
誘
う
役
割
を
果
た
す
場
合
が
多
い
。 

（
Ａ
）
地
図
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と
し
て
話
題

に
の
ぼ
る 

こ
の
例
は
、
映
像
作
品
を
除
い
て
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
い
。
特
に
キ
ャ
ロ
ル
の
作
品
の
よ
う
に
「
地
図
」

が
ナ
ン
セ
ン
ス
の
素
材
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
、
そ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
一
回
限
り
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

他
の
作
家
が
使
う
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
川
又
千

秋
が
評
論
集
『
夢
の
言
葉
・
言
葉
の
夢
』
で
安
部
公

房
『
砂
漠
の
思
想
』
中
の
「
犬
の
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
ニ
オ
イ
の
濃
淡
で
描
か
れ
た
地
図
」
に
つ
い
て
引

用
し
、
〝
別
な
地
図
〟
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る

よ
う
に
（
参
考
文
献
22
）
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
観

作品中の位置づけ 地図の役割 作品例 

(１) 小説の小道具 

としての地図 

(Ａ) 地図がエピソードのひとつ

として話題にのぼる 

スナーク狩り 

シルヴィーとブルーノ完結編 

学問の厳密さについて 

(Ｂ) ストーリー上、地図が重要

な役割を果たす 

宝島 

ソロモン王の洞窟 

パイレーツ・オブ・カリビアン 

(２) 読者のガイド 

としての地図 

(Ｃ) 話の展開や位置関係を地図

でわかりやすく示す 

スイスのロビンソン 

くまのプーさん 

プリデイン物語 

(Ｄ) 地図を載せることで小説世

界にリアリティを与える 

指輪物語 

ゲド戦記 

デューン 砂の惑星 



点
か
ら
地
図
を
取
り
上
げ
た
ら
面
白
い
作
品
が
生
ま

れ
る
だ
ろ
う
。 

（
Ｂ
）
ス
ト
ー
リ
ー
上
、
地
図
が
重
要
な
役
割
を
果

た
す 

「
宝
探
し
」
や
「
秘
境
も
の
」
で
地
図
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
小
説
は
過
去
に
多
く
見
ら
れ
た
が
、

最
近
で
は
減
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
地
球
が
探
検
し
つ

く
さ
れ
、
世
界
地
図
に
空
白
の
テ
ラ
・
イ
ン
コ
グ
ニ

タ
（
未
知
の
領
域
）
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

（
２
）
読
者
の
ガ
イ
ド
と
し
て
の
地
図 

読
者
の
た
め
に
本
の
見
返
し
な
ど
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
地
図
は
、
作
品
世
界
を
視
覚
に
訴
え
る
働
き
を

し
て
お
り
、
活
字
で
は
む
ず
か
し
い
空
間
的
な
表
現

を
可
能
と
し
て
い
る
。 

（
Ｃ
）
話
の
展
開
や
位
置
関
係
を
地
図
で
わ
か
り
や

す
く
示
す 

こ
の
よ
う
な
地
図
の
使
い
方
は
『
鏡
の
国
の
ア
リ

ス
』
の
棋
譜
が
先
駆
か
も
し
れ
な
い
。
当
初
は
『
ケ

ン
ジ
ン
ト
ン
公
園
の
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
』
や
『
く
ま

の
プ
ー
さ
ん
』
、
『
ツ
バ
メ
号
と
ア
マ
ゾ
ン
号
』
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
絵
地
図
や
鳥
瞰
図
が
多
か
っ
た
が
、

『
プ
リ
デ
イ
ン
物
語
』
一
巻
・
二
巻
の
よ
う
に
限
定

さ
れ
た
地
域
で
の
主
人
公
た
ち
の
移
動
コ
ー
ス
を
示

す
も
の
が
現
れ
、
や
が
て
細
密
な
地
図
が
添
付
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
い
ま
で
も
こ
の
例
は
児
童
文
学
で

多
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
最
近
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

作
品
が
長
大
傾
向
に
あ
り
、
登
場
人
物
た
ち
が
広
い

領
域
を
移
動
す
る
こ
と
か
ら
、
活
字
だ
け
で
は
描
写

し
き
れ
ず
、
読
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
ど
う
し

て
も
地
図
が
必
要
と
な
る
か
ら
だ
ろ
う
。
当
然
、
主

人
公
た
ち
が
こ
の
地
図
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
最
初
か
ら
世
界
像
が
わ
か
っ
て
し
ま
っ
て
は
冒

険
に
な
ら
な
い
し
、
第
一
、
そ
う
し
た
詳
細
な
広
域

地
図
が
容
易
に
作
成
さ
れ
る
う
る
こ
と
自
体
が
非
現

実
的
だ
か
ら
だ
。 

（
Ｄ
）
地
図
を
載
せ
る
こ
と
で
小
説
世
界
に
リ
ア
リ

テ
ィ
を
与
え
る 

架
空
世
界
を
舞
台
に
す
る
場
合
、
そ
れ
が
現
実
世

界
に
匹
敵
す
る
く
ら
い
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
た
な
け

れ
ば
、
読
者
を
主
人
公
た
ち
の
冒
険
に
の
め
り
こ
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
作
者
は
地
図

に
加
え
て
、
作
中
に
描
か
れ
て
い
る
以
上
の
背
景
資

料
を
用
意
す
る
こ
と
も
あ
る
。『
指
輪
物
語
』
巻
末
の

追
捕
Ａ
～
Ｆ
、『
コ
ナ
ン
・
サ
ー
ガ
』
の
架
空
歴
史
概

説
「
ハ
イ
ボ
リ
ア
時
代
」
、『
デ
ュ
ー
ン 

砂
の
惑
星
』

の
補
遺
「
砂
の
惑
星
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
用
語
集
」
、

そ
し
て
『
ゲ
ド
戦
記
外
伝
』
の
「
ア
ー
ス
シ
ー
解
説
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
図
の
使
い
方
は
こ
れ

か
ら
も
多
く
現
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
作
者
が

構
想
段
階
で
し
っ
か
り
と
し
た
世
界
像
を
構
築
し
て

お
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。 

９
．
ま
と
め
３ 

最
後
にA

n
 A

tla
s o

f 
F

a
n

ta
sy

改
訂
増
補
版
に
寄

せ
ら
れ
た
レ
ス
タ
ー
・
デ
ル
・
リ
ー
の
序
文
か
ら
引

用
し
て
総
括
に
代
え
る
（
参
考
文
献
23
）
。 

 

…
…
架
空
の
も
の
で
し
か
な
い
土
地
に
地
図
が
あ

る
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
考
え
る
と
奇
妙
に
思
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
分
が
作
っ
た
空
想

の
世
界
を
旅
し
よ
う
と
す
る
作
家
は
、
ほ
か
の
ジ
ャ

ン
ル
の
冒
険
小
説
に
つ
い
て
構
想
す
る
作
家
と
同
じ

く
ら
い
、
ガ
イ
ド
を
必
要
と
す
る
。
地
図
が
な
け
れ

ば
彼
の
時
間
感
覚
や
距
離
感
は
じ
き
に
混
乱
し
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
古
典
の

多
く
は
、
創
作
し
よ
う
と
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世

界
に
つ
い
て
整
合
性
を
も
た
せ
た
地
図
を
ま
ず
緻
密

に
描
き
上
げ
た
作
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。 

き
っ
と
、
そ
う
し
た
物
語
の
読
者
も
ま
た
、
作
者

の
あ
と
に
つ
い
て
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
道
筋
を
た
ど

る
こ
と
を
助
け
て
く
れ
る
地
図
を
必
要
と
す
る
。
す

ぐ
れ
た
地
図
は
そ
の
世
界
に
鮮
明
な
像
を
も
た
ら
し
、

ほ
か
の
方
法
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
現
実
感
を
与

え
て
く
れ
る
。
そ
う
し
た
ガ
イ
ド
が
な
け
れ
ば
、
読

者
は
し
ば
し
ば
、
自
分
の
頭
の
な
か
で
な
ん
と
か
地

図
を
描
こ
う
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
物
語
の
進
展
の

大
半
に
つ
い
て
絶
望
的
な
ほ
ど
漠
然
と
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
か
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
（
佐
藤
訳
）
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